
タイトルのTuuliとはフィンランド語で風を意味します。皆様のもとにさわやかな風をお届けしたいと願っています。 

 今年は雪の当たり年なのでしょうか？２週にわたって週末に大雪が降りました。雪の対応をしている人
々を見て、日本はすごいなと皆様もきっとお感じになったことと思います。高く降り積もった雪を何とか
しようと、大勢の人たちがショベルをもって道路に出ていました。自宅の出入り口のみならず、歩行者の
ために歩道の雪を取り除いたり、交差点で動けなくなっている車のために皆で車を押したり、いたるとこ
ろで助け合いが行われていました。一家総出で、小さい子どもたちが若いご両親とともに雪かきしている
姿や、若者がお年寄りに手を貸している姿を見て、なんだか心がほっこり温かくなりました。 
 「その時大事なのは『ありがとう。』や『ご苦労様。』の一声ですよ。」とボランティアさんがおっし
ゃいました。その一言がより一層ボランティアの心を育んでくれるのでしょう。 
 残雪の中ボランティアにお越しくださいます皆様、まだまだ道路が滑りやすくなっています。今週また
雪マークが出ています。どうぞお足下にお気を付け下さい。 
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 至誠ホームでは年に1度、サービス向上大会を行っています。ホームで行っているサービスをより良
いものにすることを目的に、各部署ごとに様々なテーマを考え、その取り組みの経過と成果を発表する
会です。まずは３つのグループに分かれて地区大会が行われます。本年度のトップバッターはスオミ、
ミンナ、和光、事務局、ホームヘルプ、調布若葉でした。第２回は２月１９日（水）錦特養です。そし
て最後はキートスブロックの発表です。 
 

 各予選を勝ち抜いた３チームが、本選に進みます。職員たちの取り組みや思いをぜひボランティアや
ご家族の皆様にもご覧いただき、応援やご感想をいただければとても励みになります。 
 遅い時間帯ですが、お時間のある方はぜひお越しください。錦特養５階ではボランティアさんのお力
も発表内容に組み込まれているそうです。応援よろしくお願いいたします！ 
 

1. 地区予選 
 

錦地区  
 ・日 時 ： ２月１９日（水）１９：００～２０：４５ 

 ・場 所 ： 錦 センター２階 ホール 
キートス地区  
 ・日 時 ： ２月２４日（月） １９：００～２０：４５ 
 ・場 所 ： 至誠キートスホーム DH食堂 
 

２．本選 
  ・日 時 ： ３月１４日（金） １９：００～２１：００ 
  ・場 所 ： 立川市女性総合センター アイム １階ホール 
  ・内 容 ： 代表３サークルの取り組みの発表 
    天寿を全うするケア研究会の第三回報告 

 
 

 
      
                      
 
            
 
 
                             
 
          

第 １ ９ 回 至 誠 ホ ー ム サ ー ビ ス 向 上 大 会 の お 知 ら せ 

再 度 ボ ラ ン テ ィ ア 交 流 会 の お 知 ら せ で す 

 再度お知らせいたします。３月２５日（火）１０時３０分から１３時３０分まで錦町のセンター４
階研修室でボランティア交流会を行います。午前は橋本正明ホーム長より「新介護施設建設の取り組
みについて」とボランティアさん３名がそれぞれの活動の報告をしてくださいます。 
 

 その後、おいしいお弁当を囲んで交流の時間です。参加費は５００円です。どうぞお誘いあわせの上、
ご参加ください。参加受付中です！ 
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連絡先 

社会福祉法人 至誠学舎立川 至誠ホーム 統括事務局 企画調整 ボランティア担当 寺澤・加藤 発行 

       

  

 来年度のボランティア保険の更新の時期がやってきました。保険加入期間は 
4月1日から3月31日です。現在ご加入いただいている保険は3月31日で切れてしまいます。そこで

未加入の期間をなくすため、早めの手続きをお願いしています。 
 

 年間保険料500円のうち半額は至誠ホームで負担させていただきますので、ボランティアさんの
自己負担金は250円です。加入手続きを、どうぞよろしくお願いいたします。 
 

 2６年度の保険に関して、保険内容に改定がある場合、３月半ばに東京都社会福祉協議会からお知
らせいただくことになっています。変更等ありましたら再度お知らせしたいと思います。 
 

 また今年度は皆様にお願いがあります。例年ですと他で入っているからボランティア保険に加入
しないという方々には特にご記入いただく書類はありませんでした。ただ今、ボランティアさんの
情報のデータ化を進めています。急な連絡をしなければならない折に、電話が通じなかったり、転
居なさっていたり、活動内容や日時を把握できていないことがありました。 
 

 そこで次年度は皆さんにご記入をお願いする新しい登録用紙を準備中です。用紙が出来上がりま
したら、どうかご協力いただけますようお願いいたします。 
 

ボ ラ ン テ ィ ア 保 険 更 新 の お 願 い 

  2月6日前国会議員のツルネン・マルティさんにお越しいただき、第6回のマーガレットサロン講
演会を行いました。70名くらいの方々にお越しいただければと募集を始めたところ96名もの方々に
お越しいただきました。受付では「ツルネンさんの活動を以前から支援していた」、「こんなに近く
で生の声を聴けるなんて！」「今日の講演を心待ちにしていました。」などという声をいただき、関
心の高さがうかがえました。 
 

 まず最初に橋本正明ホーム長より「全国的に特養が不足していることと、この錦の特別養護老人
ホームの生活環境を良くするために、3年後の平成29年4月開設の新しい施設づくりを計画している。
地域の皆様のニーズに応えられる施設にしていきたいのでご支援をお願いしたい。」との挨拶があり
ました。 
 

 次にツルネンさんご夫妻の長年の友人である橋本ライヤさんが「日本とフィンランドの関係をより
良いものにとご尽力くださっている方です。」とツルネンさんをご紹介くださいました。 
 

 「皆さんこんにちは。私はフィンランド生まれの日本人ツルネン・マルティです。」という言葉か
ら講演が始まりました。「私たちは選挙で国会議員を選びますが、ではその選ばれた国会議員は国会
で一体皆様のためにどんな仕事をしているのでしょうか？今までほかの日本人の国会議員が行ってい
ないことなら先頭に立ってやっていけるのではないかと考え、農薬を使わずに農業を行う支援を行う
有機農業推進議員連盟を立ち上げました。」というお話に続いて、原発に頼らず再生可能エネルギー
を利用すること、TPP参加について、遺伝子組み換えの危険性、食の安全の危機、生涯学び続ける教
育など、そしてそれらすべてにかかわっていることは自然の力だとお話しくださいました。「ツルの
恩返し」としてこれからもフィンランドと日本で翻訳や文筆活動でご活躍くださるというところでた
くさんの拍手とともに講演会は終了しました。 
 

 このように毎年フィンランドを地域の皆様にご紹介することでたくさんの横のつながりもできて来
ています。これからも長く続けられるようご支援いただけますようお願いいたします。 
 
 

マ ー ガ レ ッ ト サ ロ ン を 開 催 し ま し た 

ふ れ あ い 夕 ご は ん 配 達 ボ ラ ン テ ィ ア 募 集  
 

募集人数：２～３名  ♦配達時間：16：45～17：15 （配達件数によります） 
 
 

曜 日 ： 月・火・水・木・金 （１日でも結構です） ♦軒 数 ： ２～３軒  （１軒でも結構です）                                                                                         
 

配達先   ： 錦町・柴崎町周辺  ♦配達方法：徒歩、自転車、あるいはご自分のお車で 
 

 詳しくはボランティアコーナーまで お問い合わせください。  
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